
【様式１】 

2026 年度広島市立大学 いちだい地域共創プロジェクト活動課題提案書 
 

               提案年月日：２０２５年  月  日 

１ 提案者 

団体名 〇〇学区自治会 
代表者 

役職・氏名 
会長 〇〇 〇〇 

担当者 

所 属 
同上 

担当者 

役職・氏名 
事務局 〇〇 〇〇 

連絡先 

〒731-0000 

〇〇市〇〇町〇丁目 00-00 

 

電 話  

FAX  

E-mail  

提 案 団 体 の

概要（目的、

活動内容等） 

〇〇市〇〇小学校地区の住民自治組織。単位町内会と各種団体で構成。地域

の防犯・防災、清掃、子どもの見守りや行事開催などの地域内の事業を調整、

実施している。 

団体の会員数 

         

500 人 

 

２ テーマ名（端的で分かりやすい名称にしてください。） 

地域の伝統芸能「〇〇舞」を復活させたい 

 

 

３ これまでの経緯や現状 

私たちの地域には、古くから伝わる「〇〇〇〇祭」という伝統行事があるが、近年、担い手の高齢化と後継者の不在

などで、存続が危ぶまれている。 

一つは、20 念以上前から途絶えている「〇〇舞」について、残された写真や古老の話などから、復元したいと思って

いる。 

もう一つは、伝統を守りつつも、若者が参加できるような行事にしたいと考えている。 

 

 

４ 期待する成果と活用方法 

大学の先生や学生さんと、「〇〇舞」に関する調査をして、面、衣装、舞の所作等についてレポートを作成し、近い将

来にはそれを復活させたい。 

 

 

 

 

５ 期待する活動方法（複数回答可） 

☑ 教員・学生の研究に期待する（いちだい地域共創部門） 

□ 学生の活躍に期待する（市大生チャレンジ部門 

□ どちらでもよい 

□ わからない（検討中） 

 

６ その他、大学に期待する専門分野や技術、知見、知識等 

（関連のありそうな学部や研究分野、求める学生のタイプなど。） 

・地域民族学的なヒアリング 

・写真や音源の鮮明化 

・衣装等の復元に参考となるデザイン的な考察 

 
※提案する地域課題に関する資料があれば添付してください。 

記入例 


